
このたびは、ノ（ナソニック製品をお買い上げいたださ、 
まことにありびとラございます。 

• 取扱説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使い 
ください。 

•ご使用前に r ま全上のごま意 J (傾13〜14ぺージ） 
を必ずお読みください。 

• 保証書は「お買い上げ曰-販売店名」などの記入を確 
かめ、取扱説明書ととちに大切に保管してください。 

• 保証書は AV コント□-ルアンプ SA-BX 已□□または 
SU - XR 7 □□の包装ケースに添付しています。 


Panasonic 

取扱説明書 
スピーカー システム 

□。通 SB - FS 1100 
SB - FS 1000 
SB - WA 1000 

ら< じ 

r ま全上のご注意」を必ずお読みください 

(做13 〜 14 ぺージ） 


付属品*部品の確認 . 2 

設置のしかた . 2 

組み立て.設置について . 4 

フ□ントセンタースピーカーをスタンドタイプに組み立てる…4 
サラウンドスピーカーをスタンドタイプに組み立てる…己 
フ□ントセンターおよびサラウンドスピーカーを壁掛けする…7 

アンプへの接続のしかた . 8 

アクティブサブウー八一の使いかた . 10 

本機を接続するアンプの設定について…… 11 

まな仕様 . 12 

使用上のお願い . 12 

保証とアフターヴービス . 1已 

お手入れ . 裏表紙 


■ス ピー カーシステムの構成 









. に台） 

じ！ 

ホームシアター 
オーディオシステム 

フ□ントセンタースピーカー L 

フ□ントセンタースピーカ ー R 

サラウンドスピーカー 

アクティブサブウー八一 

SC - HT 7000 用 

SB - FC 1 100 L 

SB - FC 1 100 R 

SB - HS 1 100 

SB - WA 1000 

スピーカーシステム SB - FS 1 100 

SC-HT 巨已 00 用 

SB - FC 1000 L 

SB - FC 1000 R 

SB - HS 1000 

SB - WA 1000 

スピーカーシステム SB - FS 1000 


•フ□ントセンタースピーカー L は、テレビに向かって左側に、フ□ントセンタースピーカー阿ま、ち側に置いてご使用 
<ださい。 

•サラウンドスピーカーは、2台とち同じです。左ちのサラウンドスピーカーとしてご使用ください。 

• アクティブサブウー八一は、サブウー八一としてご使用ください。 


保話 書 別添付 
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付属品 • 部品の確認 

0 \ まず最初に付属品-部品を確かめてください。 

SB - FS 1 100/ SB - FS 1000 

上段： 

サラウンド 
スピーカー 用 
スタンド 
下段： 

フ□ント 
スピーカー 用 
スタンド 

□スピーカーコード（約己 m ). 2本 

( REE 1 397 C ) 

□センタースピーカー〕ード（約6 m ).....] 本 
( REE 1393 B ) 

□スピーカーコード（約]日 m ). 2本 

( REE 1397) 

□スタンドベース取り付けネジ . 8本 0。皿 

( XSB 4+20 FJK ) 

□スタンド取り付けネジ . 4 本 

( RXQ 1496) _ 

□フ□ント L スタンドベース .] 個 ム 

SB - FS 1100:( RYQ 0607- K 1)/ SB - FS 1000:( RYQ 0607- S ) _ 


□フ□ント R スタンドべース .] 個 1^ I 

SB - FS 1 1 00:( RYQ 0607 A - K 1)/ SB - FS 1 000 :( RYQO 日 07 A - S ) 

□サラウンドスタンドベース . 2個 

SB - FS 1100:( RYQ 0608- K 1)/ SB - FS 1000:( RYQ 0608- S ) 

□フ□ントスピーカー用スタンド ...... 2本 f 

SB - FS 1100:( RYQ 0609- K )/ SB - FS 1000:( RYQ 0609- S ) 


スピーカーの場所 

上段にサラウンド 
スピーカー、下段に 
フ□ントセンター 
スピーカーびあ0 
す 0 

スタンドベース 
取り付けネジ 


スピーカーコード 



スタンドべース 
スタゾド取り付けネジ 


□サラウンドスピーカー用スタンド..…2本 
SB - FS 1 1 00:( RYQ 0610- 口/ SB - FS 1000 :( RY 日0日1 0- S ) 

□スぺーサー .] 6個 ^ 

SB - FS 1 1 00:( RKA 0191 -口/ SB-FS 1 000:( RKA 0190- H ) 


SB-WAIOOO 



□ピンコード（約已 m ). 
(RJLVl pool B 已 0) 



付属の部品は、各スピーカーシステムに取り付けるための 
専用部品です。この取り付けじ(外にはご使用でさません。 

包装材料などは商品を取り出したあと、適切に処理をし 
てください。 

付属品の買い替えは、お買い上げの販売店へご相談くだ 
さい。 （） 内は買い替え時の品番です。 

品番は2008年8月現在のちのです。 


付属品は販売店でお買い巧めいただけます。 
パナソニックグループの シヨ ッピングサイト「パナセ 
ンス」でお買い巧めいただけるちのちあります。 
詳しくは r パナセンス」のサイトをご覧ください。 

Pajia を http://www.sense.panasonic.co.jp 


設置のしかた 

本機は、左ちのフ□ントスピーカーにセンタ 
—スピーカーを内蔵しています。 

聴覚む理学にをとづいたパナソニック独自の 
r リアルセンター」方式により、テレビの賣正 
面に座っていなくてもテレビ画面の中か5音 
芦び聞こえ、より一体感のある音と映像び楽 
しめます。 

• 視聴条件や再生ソースによっては、 n 」 アルセンター」 
方式の効果び得日れにくい場合びあります。 

■よりよい音響効果を得るための設置 

スピーカーの設置方法によっては、低音の量や音像定 
位など、音質び変わる場合びありますので、 L ソ下のこ 
とを参考にして設置して<ださい。 

• 平 b で安定した場所に設置してください。 

•床、壁、コーナーに近づけて設置すると低音び増え 
ます。 

. 堅い壁やガラス窓には、厚地のカーテンなどを掛け 
ることをおすすめします。 


■設置上のお願い 

次のような設置場所は避けてください 

• 直射日光のあたる場所など温度び高いところ。 

• 振動のをいところや湿気の多いところ。 

磁気①該響を受けやすいものは、近づけないでください 

スピーカーの磁気の影響で、キャッシュカードや定期 

券、時計などび正しく働かなくなることびあります。 

ブラウン管テレビをご使用中にテレビに色ムラが生じ 

た場合、テレビとの距離を離す 

• 設置の仕方によっては、色ムラび生じる場合びあり 
ます。その場合は、一度テレビの電源を切り、]已 
分〜30分後に再びスイッチを入れてください。テ 
レビの自己消磁機能により、画面への影響び改善さ 
れます。その後ち色ムラび残るよラな場合には、ス 
ピーカーを更に離してご使用ください。 

本機は防磁設計ではありません。ノ（ソコンなどの近く 
に設置しないで < ださい。 

















■設置例 

視聴位置か日フ□ントセンター© ©/サラウンド® ©の各スピーカーを同じ距離に設置するのび理想です。 
なお、角度はあくまでち目安です。 


アクティブサブウーハ ー (@ : SB - WA 1000) 

後面側に已 cm じ(上の空間び空くよラに設置し 
てください。 

置く場所によつて低域の周波数特性び変化しま 
す。部屋の隅に置<と音量び増加します。 
•壁掛けでさません。床に置いてください。 


@崎 



3〇°_>|4 - 30° 




'、、ぶ0こ--'' 


サラウンドスピーカー 

( @ 左、 ® も： SB - HS 1 1 00/ SB - HS 1 000) 

左ちの区別はありません。 

視聴位置の左ち横またはやや後ろに設置してください。 
次のお態での設置ができます。日〜7ページ） 

• スタンドタイプでの設置びでさます。 

• 壁掛けタイプでの設置びでさます。 



フ□ントセンタースピーカーし R 
(©左： SB - FC 1 100 L / SB - FCIOOO し 
©ち： SB - FC 1100 R / SB - FC 1000 R ) 

テレビの左ちに設置してください。 
n 」 アルセンター」方式の効果を正 
しく得るために、じ(下のことを参 
考に設置して < ださい。 

• 左ちををに設置しないでください。 

フ□ントセンターフ□ントセンター 


ス ピーカー R 
(SB-FC1100R/ 
SB-FC1000R) 


スピーカー L 
(SB-FCnOOL/ 
SB-FC1000L) 


l - M 某常；削 

センタースピーカー部分び視聴 
者か日隠れてしまラと「リアル 
センター」方式の効果び十分に 
得日れません。 





外側に向けたり、大さく内側に 
向けたりせずに、ほぼ正面に向 
けて設置して < ださい。 




次のお態での設置ができます。 

(1^4 〜已ページ、7ページ） 

• スタンドタイプでの設置びでさ 
よ 苗 0 

• 壁掛けタイプでの設置びでさます。 


サラウンドバックスピーカー© (別売）を設置する場合 

© . © 

- H ■* .サ马り、ノ k フ "h— 


•サラウンドスピーカー(@ち、@も： SB - HS 1 100/ SB - HS 1000) 

視聴位置の左ち横に設置します。 

• サラウンドバックスピーカ ー(© : SB - HS 1100/ SB - HS 1000 A ) (別売) 

視聴位置の3ぴ後方に設置してください。 

(1 台のみ設置する場合は、視聴位置の後方に設置してください©) 


♦付属品•部品の確認♦設置のしかた 
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組み立て • 設置について 

フ□ントセンタースピーカーをスタンドタイプに組み立てる 


□フ□ントスピーカー用□フ□ント L スタンド□フ□ント R スタンド□スタンドべース取り 
スタンド X 吕本 ベース XI 個 ベース XI 個 付けネジ X 4 本 


組み立て/接続に 

必要な 

付属品 • 部品 






□潑隱付けが 


□ スピーカーコード 
(約巨 m) X 吕本 


□ センタースピーカーコード 
(約巨 m) X1 本 


スピーカー本体前面のネットに無理な力を加えないでください。前面のネットは取り外しびでさません。 

包装ケース内のクッションを下に敷くと安定した作業びでさます。スピーカー本体のネット側を上向さに置さます。 
傷付さ防止のため必ず布などを敷いてください。 

各作業でのネジ止めは、ゆるみのないよラしっかり締めてください。 


スピーカーの 場所 


上段にサラウンド 
スピーカー、 

下段にフ□ント 
センタースピー< 
カーび あります。< 


使用ずるクッション 


クッシヨンの敦きかた 



SB - FS 1 100/ SB - FS 1000 の一番上の 
クッション4個を使用します。 


この面を上にしてください。 


フ□ントスピーカー用スタンドにフ□ント R スタンドべースを取り付ける 

① フ□ントスピーカー巧スタンド（付属）の突起吕力所とフ□ント R スタンドべース（付属）の穴2力所の位置 

をあねせて差し込む スタンドべース童巧 

② スタンドべース取り付けネジ2本（付属）で取り付ける 

フ□ントスピーカー用スタンド J . % 



スタンドベースを取り付 
ける側の内側に「こち日 
側をスタンドベースへ取 
り付けてください。」と 
表示された シールび 貼つ 
てあります。 


クッシヨン 


フ□ント R 
スタンドベース 



" R " の表示びあるネジ巧2力所を 
使って取り付けてください 


フ□ント R スタンドベースの包装袋は、フ□ントセンタースピーカー R の包装袋と同じ色のテープで止め日れ 
ています。同じテープの色のちのを使って組み立てをしてください。 

フ□ント L スタンドベースと、フ□ントセンタースピーカ ー L の包装袋は同じ色のテープで止め日れています。 
フ□ントセンタースピーカ ー L を組み立てるときは" L " の表示びあるネジ巧を使って取り付けてください。 


フ□ントセンタースピーカ ー R にスタンドを取り付ける 

① 組み立てたスタンドの突起吕力所とフ□ントセンタースピーカ ー R の穴2力巧の位置をあわせて差し込む 
③ スタンド取り付けネジ（付属）で取り付ける 

スタントぺース票面 

フ□ントセンタースピーカ ー R ( SB - FC 11 OOR / SB - FC 1 000 R ) /- ' 







スタンド 
取り付けネジ 


中央のネジ巧を使って 
取り付けて < ださい。 








スヒーカーコード（付属）をスタンドべースの穴に通す 



スタンドベース裏面の" R " の表示のある巧からセンタースピーカーコー 
ド（約日 m 、 付属）とスピーカーコード（約己 m 、 付属）を通してください。 
(フ□ントセンタースピーカ ー L の場合は" L " の巧を使用します。） 


スピーカー 端子に スピーカーコード （付属） を 接続す る 

スピーカーコードの （+) と（一）をご確認の上、正しく接続してください。 

誤った接続をすると故障の原因になります。 

巧かの一! 一 K . , _ 、 (このイラストの端テお状は SB - FS 1000システムを示しています。） 

fr ^ で ENTER " の f 銅色の コード： 

端子 （-) へ接続/で ENTER " の端子 （+) センタ-スピ-力-コ-ド 

してください。ノへ接続してください。 /( 約 6 m 、 付属） 


ショートバーは 
取りは ずさない 
でください。 


-ド： " LF " 


'銅色のコード： 

" HF " の端モ（十） 

へ接続してください。 


夕^センタースピーカーコードの 
■ をう一ちは、フ□ントセンター 
’スピーカー L の端テと接続します。 


銀色のコード： " LF " 
へ接続してください。 


の端モ（一） 


スピーカーコード（約己 m 、 付属） 


① 端子の穴び見えるまでつまみを回してゆるめる ^ 

② 穴にお線を差し込み、つまみを締める り+ 

•スピーカーコードのバナナプラグ （4 mm プ 

ラグ）側はアンプへ接続してください。 / r 

w ^ 

スピーカー〕ードの銅色側 （+) と銀色側（一） 

は絶対にショートさせないでください。 


■スピーカー端子との接続に市販のバナナ 
プラグ （4 mm プラグ）をっかラとさは 

端子のっまみを完全に締めて接続してください。 

r - 酒 - • バナナプラグ本体の径 

び lOmmOT のもの 
夕严）な子つ亏ヴ を使巧してください。 
(市販） - fTmmm 


、'圆 J 1110 mm 

壁掛けタイプで設置するとさは、バナナプ 
ラグを使用しないでください。 


スピーカーコードを固定する 

スタンドの コー ド処理溝に スピーカーコー ドを 

押し込む ド;51 


お倒防止用ワイヤーを取り付けるには 

取り付け例 


スピーカー 

コード 


コード 


処理溝¬ 



-センタ一 
スピーカー 
コード 



① カバーを 
取りはずず 


金具（市販） 


②カットワイ 
ヤー佈版） 
を取り付け 
穴に通す 


ネジ 

怖赋 


35 mmL ソ上※、 


04 mm 


手順1か5已を繰りかえしてフ□ントセン 
夕ースピーカ ー L を組み立ててください。 


07.0 -9.4 

mmim ネジ怖販) _ 

取り付ける壁およびネジ（市販）には、フ□ントセ 
ン タースピーカーは 70 kg じ (上、 サラウンド スピー 
力一は已〇 k 呂 L ソ上の重量を支えられる強度び必要で 
す。施工業をの方などにご相談ください。 

《3已 mnU ソ上の長さのネジ上記）は、木製の 
柱に取り付ける場合です。それ L ソ外の場合は、必 
ず70 k 旨 じ(上または已〇 k 旨 じ(上の重量を支え日れ 
るよラに取り付けてください。 


♦組み立て•設置について 


RQT8757 







組み立て • 設置について 

サラウンドスピーカーをスタンドタイプに組み立てる 


組み立て/接続に 

必要な 

付属品 • 部品 


□サラウンドスピーカー用 
スタンド X 吕本 



□為ンド取り付けが 



□サラウンドスタンド 
ベース X 吕個 

□ スピーカーコード （約 lOm ) 
X 吕本 



□ スタンドベース取り付け 
ネジ X 4 本 


• スピーカー本体前面のネットに無理な力を加えないでください。前面のネットは取り外しびでさません。 

• 包装ケース内のクッションを下に敷くと安定した作業びでさます。スピーカー本体のネット側を上向さに置さます。 

傷付さ防止のため必ず布などを敷いてください。 

• 各作業でのネジ止めは、ゆるみのないよラしっかり締めてください。 



2 


サラウンドスピーカー用スタンドにサラウンドスタンドべースを取り付ける 


①ヴラウンドスピーカー用スタンド（付属）のち起吕力所とサラウンドスタンドべース（付属）の穴2力所の位 


置をあわせて差し込む 



スタンドベースを取り付ける側の 
内側に「こち日側をスタンドベー 
スへ取り付けてください。」と表示 
されたシールび貼ってあります。 

②スタンドべース取り付けネジ2本 
(付属）で取り付ける 


サラウンドスピーカー用スタンド 


スタンドべース裏面 



使用するクッションはフロサラウンド 
ントセンター スピーカ ー組スタンドべース 
み立て時と同じです。 ‘‘S 






厂 

い T 



〇 

..梦 


f 


琴; y • 


心 







サラウンドスピーカーにスタンドを取り付ける 


の表示びあるネジ 
巧2力所を使って取り付 
けて<ださい 


①組み立てたスタンドの巧起吕力所とサラウンドスピーカーの穴吕力巧の位置をあわせて差し込む 


②スタンド取り付けネジ（付属）で取り付ける 


スタンドべース裏面 



中央のネジ巧を使って 
取り付けてください。 


3 スピーカーコード（付属）をスタ 

ンドベースの穴に通す 





スタンドベース裏面の" S " の表 
示のある巧か日スピーカー〕ード綱 
10 m . 付属）を通してください。 


4 サラウンド スピーカー端 

子にスピーカーコード 
(付属）を接続する 



スピーカーコード 
(約10 m 、 付属) 






□ スピーカーコード 
(約巨 m) X2 本 



5 

6 


巧 


スピーカーコードを固定する 

スタンドの コー ド処理溝に スピーカーコー ドを 
押し込む 


手順1か5已を繰りかえして残りのヴラウ 
ンドスピーカーを組み立ててください。 


転倒防止用ワイヤーを取り付けるには已ページを参照してください。 

フ□ントセンターおぶびサラウンドスピーカーを壁けする 



□ スペーサー 
X16個 

ク 


□ スピーカーコード 
(約10 m) X2 本 



□ センタースピーカーコード 
(約己 m) X1本 



JJL 


I _ I 


A 




■が 卸— 

配りがけ; 


取り付ける壁およびネジ（市販）には、フ□ントセンタースピーカーは 
30 k 呂じ(上、サラウンドスピーカーは20 kg じ(上の重量を支え日れる強 
度び必要です。施工業者の方などにご相談ください。 

《3已 mmL ソ上の長さのネジ （1^ ち記）は、木製の柱に取り付ける場 
合です。それ L ソ外の場合は、必ず30 k 旨 L ソ上または20 k 旨 L ソ上の重量 
を支え日れるよラに取り付けてください。 

■壁掛けしたスピーカーシステムをスタンドタイプに組み立てるには 

① 上記手順を逆に行い、お買い上げ状態に戻す 

② スタンドタイプに組み立てる （1^4 〜7ページ） 





へ’、入ソ 

命 


35 mm 

I 壁掛け巧の下側に 
あわせて貼る。 


擺 


04 

/35 mm しソ上※ 

叫 


邮了07.0 -9. 4 mm 

Y / yp / 

つ 

8-10 mm 

ネジ（巿版） 


スピーカーし R 


各作業でのネジ止めは、ゆるみのないよラしっかり締めてください。 

取0夕 [■ した部品な、保管して<だごし、。 （このイラストの端テお状は SB - FS 1000システムを示しています。) 

フ□ントセンターサラウンド スピーカー 

スピーカーコード（付属）を端子に接続する 

已ページの手順4と05^己ページの手順4を参照してくだ 
さい。 

• 壁掛けする場合は、スピーカー本体にスタンドおよびスタ 
ンドベースを取り付ける必要はありません。 
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スぺーヴーを貼り、圈こ測ブる 

①背面のカバーをはずす ②4力所にスぺーヴーを貼る 

フ□ントセンターサラウンド 
スピーカーし R スピーカー 


③ 壁に掛ける 



スぺブ_ 

麻 



35 mm 

I 壁掛け巧の下側に I 
あわせて貼る。 


-7 


，ぺ —++— 


W 1 


/この位置では、 
スピーカーび 
落下する可能 
1生びあります。 

この位置まで 
しっか0はめ 
込んでください。 
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アンプへの接続のしかた 


接続に 

必要な 

付属品 


■接続 

• 接続の前にアンプの電源を切ってください。 

• 全てのコードを接続した後に、電源コードを接続してください。 


• スピーカーコードを接続した状態でスピーカーを移動しないでください。ショートなどの原因になることびあり 
9 〇 

•スピーカーコードの配線処理は、束ねてひちでく くるなどして、確実に行ってください。 




電源コードは、本機専用ですので、他の機器には 
使巧しないでください。また、他の機器の電源コ 
ードを本機に使用しないでください。 


■接続でさるアンプ 

参アクティブサブウー八一 

サブウー八一用のピンタイプ出力端子を備えたアンプに接続でさます。このアンプじ(外の機器には接続でさません。 
参フ□ントセンター/サラウンド 

本機のインピーダンスと許容入力に適合したアンプび必要です。 

• 本機のインピーダンス：己0' 》 1 
. 本機の許容入力： ] 00 W 《1 (定格）※2 

下記定格に適合したアンプに接続でさます。このアンプじ(外の機器には接続でさません。 

• インピーダンスび日0のスピーカーに適合したアンプ 

•定格出力び]00 W (インピーダンスび己 n のとき）またはそれじ(下のアンプ 

この定格じ(上のアンプを使巧すると、過大入力による異常音び発生したり、アンプやスピーカーび破損したり、乂 
災の危険び生じる場合びあります。ちし、破損び生じたり演奏中に異常び生じたとさは、システムの電源コードを 
あいて専門のサービスマンにご相談ください。 

なお、アンプによっては複数の定格出力を記載しているちのびありますのでよくご確認ください。 

《 ] センタースピーカー部は L と R を接続したとさの値です。 

《2国際電気標準会議 （ IEC ) の基準に準拠した定格入力値を表しています。 
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J 着の弓 三 ミ:ァン弓の浮!テへ諸-益常ぶ/ク サラゥンドサラゥンド' ?券-?券- 

黒色のプフク'アンプの 0!«テへ SB - HS 1000 A ) (別売）（左） （ち） （ち） （左） 



■バイワイヤリング接続 

本機のフ□ントスピーカー端テは、中高域 ( HF ) 用と低域 ( LF ) 用を独立させています。アンプに A 、 日などの2系統の 
スピーカー端テびある場合は、この接続をすることにより、さ日に音場におびりと奥行感のある音をお楽しみいた 
だけます。 

•ショートバーは、取り外します。（必ず保管しておいてください。） 

•スピーカーコード（別売）を使ってフ□ントセンタースピーカーとアンプの HF 、 LF 両方の端テを接続します。 


• アンプのスピーカー切換えスイッチは A と B 両方の出力にします。（詳細は AV コント□-ルアンプ SA-BX 已 00 ま 
たは SU - XR 7 □□の取扱説明書をご覧ください。） （このイラストの端テお状は SB - FS 1 000 システムを示してしほす。) 




♦アンプへの接続のしかた 
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スヒーカーコード（別売) 


スピーカーコード （約 6 m 、 付属) 
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アクティブサブウー八一のほいかた 

アクティブサブウー八一は、人のちび低音域において方向感覚を感じにくいことを利用し、重低音をモノラルで再生し 
よ 〇 

スピーカーシステムと組み合わせると、低音域が増強されます。 



[電源]を押して■入"にする 

• 電源び入り、電源ランプび点灯（緑色）します。 



2 接続したアンプ （ SA - 己 X 已00または SU - 
XR 700) を操作して音を出し、フ□ント 
センタースピーカーなどの音量を調節する 


電源ランプ 



• AV つント□一 J レアンプ SA - BX 已00または SU - XR 700 
の取扱説明書をご覧ください。 

■が卸— 

アンプ側で巧ちを増強し调ざないでください。 

アンプ側で低音を増強すると音びひずみやすくなります。 

(お知5せ） 

アンプのボ U ユームを最ル位置にした状態、またはア 
ンプからの信号びない状態び約] 0分間 L ソ上続いた場合 
には、自動的に入力待機状態（電源ランプは赤色に点 
灯）になります。アンプのボ U ユームを上げたとさ、 
またはアンプか日の信号び入ると自動的に動作状態 
(電源ランプは緑色に点灯）になります。 

但し、接続するアンプか日のノイズ等の影響により動 
作状態を継続する場合びあります。 

3 [□-パスフイルター]を回して、 

本機び再生する周波数領域を調節する 

•周波数特性変化ち記）を参考にしてください。 
• 接続したアンプで、サブウー八一の周波数領域を調節 
する場合、本徽ま "200 Hz " に設定してください。 


4 [音量]を回して、 

本機の音量（低音）を調節する 

•最ル位置"ル"か日徐々に回し、フ□ントセンター 
スピーカーなどとバランスび取れるよラに低音びひ 
ずまない範囲で調節してください。 

• レベル変化ち記）を参考にしてください。 



5 本機とフ□ントセンタースピーカーの音のつなびりび 
不自然なとさは 

[位相]を押して、位相を切り換える 


■■■正：入力信号と出力の位相び同じ 
■■■逆：入力信号と出力の位相び逆 


■ 2チヤンネルステレオ音楽再生などのときは 

マルチチヤンネル映画ソース再生時のアンプと本機 
の設定では低音び出過ざる場合びあります。 

アンプ側でサブウー八ーレベルを下げてください 

また、本機の[□ーパスフィルター]の周波数を下 
げるとより自然な音質び得日れる場合びあります。 


■終わるときは、[電源]を押して"里切"にする 

• 電源ランプび消灯します。 

•再度使用するとさは、[電源]を巧して入" 
にするだけで調節の必要はありません。 
•スピーカーの設置を変更した場合は、再度調節を 
やり直してください。 
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20 50 100 200 5001000 (Hz) 


■[音量]によるレベル変化 


口ーパスフイルター: 200 Hz ( max ) 


20 50100 200 5001000 (Hz) 


■にーパスフイルター]による周液数特性変化 


本機を接続ずるアンプの 
設定について 

AV つント □— J レアンプ SA - BX 已00または SU - XR 700 
の設定を下記のよラに行ってからご使用ください。 

•フ□ントセンタースピーカー、サラウンドスピーカ 
一はアクティブサブウー八一と組み合わせて使用し 
ます。 

• AV コント□-ルアンプの設定は [ SMALL ] にしてく 
ださい。下記） 

AV コント□-ルアンプ SA - BX 已00を DVD アナ□グ 
入力で使用している場合は、 DVD プレーヤーなどの 
再生機器の設定をに MALL ] にしてください。 

• AV コント□-ルアンプ SA - BX 已00または SU - 
XR 7 □□の取扱説明書「アンプの設定をする」をご参 
照ください。 


スピーカーの 有無とサイズを設定ずる 


1 . 「初期設定」モードで "SPK SEE " を還び、決定 
する 

2. 設定するスピーカーを選び下記)、決定する 

3. 設定を変更し（》5§=下記)、決定する 

4. 設定を終える 


設定ずる スピーカー 

設定項目 

SUBW (サブウー八一) 

YES (接続している） 

LR (フ□ント） 

SMALL 

C (センター） 

SMALL 

S (サラウンド） 

SMALL 

SB (サラウンドバック） 

NONE (接続していない） 

1- SPK (1 台接続時） 

2- SPK に台接続時） 


•サラウンドバックスピーカー（別売）を1台接続時 
アンプのサラウンドバック"左"端テに接続してく 
ださい。 （15^9 ページ） 

•サラウンドバックスピーカー（別売）を2台接続時 
アンプのサラウンドバック"左"と"ち"端子に接 
続してください。 


低域 フイルターの 設定 


1 . 「初期設定」モードで "FILTER FRQ " を還び、決 
定する 

2. 低域フィルターの周波数を遇び、決定する 
選択周波数： 80 

(80 HzL ソ下の低音域をサブウー八一 
に出力） 


r お知5せ） 

ru アルセンター」方式をより効果的にするために、 AV 
つント□一 J レアンプ SA - BX 已00または SU - XR 700 の 
センタースピーカーの出カレベルを、 +] dB 〜+3 dB 
に上げることをお奨めします。 

• 自動スピーカー設定機能をご使用の場合は、設定終 
了後にセンタースピーカーの出カレベルを +] dB 
〜+3 dB に上げることをお奨めします。 

•出カレベルの変更は、 SA - BX 已00または SU - 
XR 70 □の取扱説明書の「スピーカーのレベルを調整 
する」「スピーカーの音量調整をする」をご参照くだ 
さい。 
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■ •本機を接続するアンプの設定について 
♦アクティブヴブウ I 八—の使いかた 
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まな仕様 
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■ フ□ントセンタースピーカー 
( SB - FC 1 100 L / SB - FC 1 100 R ) 
( SB - FC 1 000 L / SB - FC 1 000 R ) 


•フ□ントスピーカー部 


型式 

使用 スピーカー 

3ウェイ4スピーカーシステム 
バスレフ型 

ウー八一 

8 cm コーン型 X 2 

ツイーター 

2.己 cm ドーム型 X ] 

スー バーツイーター 

1.2 cm ドーム型 X ] 

イン ピー ダンス ( HF / LF ) 

6 0 

許容入力 ( IEC ) ( HF / LF ) 

200 W 撮大） 
100 W (定格) 

出力音圧レベル 

82.已 dB/W (1.0 m ) 

ク□スオーバー周波数 

2.5 kHz . 20 kHz 

再生周波数帯域 

参センタースピーカー部 

6 已 Hz - 100 kHz (-16 dB ) 
7 已 Hz 〜 90 kHz (-10 dB ) 

型式 

使用 スピーカー 

3 ウェイ 3 スピーカーシステム 
バスレフ型 

ウー八一 

8 cm コーン型 X ] 

S ッドレンジ 

6.5 cm コーン型 X ] 

ツイ-夕- 

2.己 cm ドーム型 X ] 

イン ピー ダンス 

12 0 

許容入力 ( IEC ) 

100 W 撮大) 
己日 W (定格） 

出力音圧レベル 

80 dB/W (1.0 m ) 

ク□スオーバー周波数 

800 Hz , 3 kHz 

再生周波数帯域 

目已 Hz -50 kHz (-16 dB ) 
7 已 Hz 〜 40 kHz (-10 dB ) 


•本体総合 

寸法川畐 X 高さ X 奥行） 

279 mm X 1422 mmx 279 mm (スタンド含む) 
17已 mm X 802 mm x 102 mm (壁掛け時) 
質量 約] 3.2 k 旨（スタンド含む) 

約已 .4 kg (壁掛け時) 


サラウンド スピーカー 
( SB - HS 1 1 00/ SB - HS 1 000) 


型式 

使用 スピーカー 
ウー八一 
ツイ-夕- 
イン ピー ダンス 
許容入力 ( IEC ) 

出力音圧レベル 
ク□スオーバー周波数 
再生周波数帯域 

寸法川畐 X 高さ X 奥行） 

279 mm X 1422 
に已 mm X 

質量 


2ウェイ3 スピーカー システム 
バスレフ型 

8 cm コーン型 X 2 
2.已 cm ドーム型 x ^ 
6 Q 

200 W 撮ガ 
100 W 淀槪 
82. 已 dB/W (1.0 m ) 
2. 已 kHz 

己已 Hz 〜已〇 kHz (-1 已 dB ) 
7已 Hz 〜40 kHz (-10 dB ) 

mm X 279 mm (スタンド含む） 
802 mm X 87 mm (壁掛け時） 
約 9.8 kg (スタンド含む） 
約 3.7 kg (壁掛け時） 


アクティブサブウー八一 ( SB - WA 1000) 

>スピーカー部 


1ウェイ2 スピーカー システム 
バスレフ型 

17 cm コーン型 X 2 
83 dB/W (1.0 m ) 
28 Hz 〜300 Hz (-1 已 dB ) 
32 Hz 〜240 Hz (-10 dB ) 


型式 

使用 スピーカー 
ウーノ、一 
出力音圧レベル 
再生周波数帯域 

(アンプ込み） 

•アンプ部 

定格出力 （全高調波ひずみ率 0.9 %)100 W (6 0) X 2 
入力感度/入カインピーダンス 300 mV /33 kQ (已0 Hz ) 

( R 巳 A ジャック） 

位相切換 正/を（切換） 

□-パスフィルター 已〇〜200 Hz 連続可変 


参本体総合 
電源 

ミら'寧電力 

寸法（幅 X 高さ X 奥巧) 

質量 


A 巳100 V 、已0/已0 Hz 
1已0 W 

2已4 mm X 496 mm x 500 mm 
約 22 kg 


I 入力待機状態での消費電力 _ 1.5 W 

ミ主）この仕様は、性能向上のため変更することびあります。 


rJIS C 61000-3-2 適合品 J 

: JIS C 61000-3-2 適合品とは、日本工業規格 
「電磁両立性一第 3-2 部：限度値一高調波電流発生限 
度値 （1 相当たりの入力電流び20 AL ソ下の機器）」 
に基づさ、商用電力系統の高調波環境目標レベルに 
適合して設計-製造した製品です。 


ほ用上のお願い 

■音量を上げすぎたり、大きな音量で連続使 
用したりしないで<ださい 

音びひずみ、スピーカーの特性び劣化したり、寿命 
び極端に短くなる原因になることびあります。 

■通甫の使用時でを m 下のような場合は、ス 
ピーカー破損の原因になることびあります 
ので、音量を下げてご使用ください。 

• 再生音びひずんだとさ 

•マイクやレコードプレーヤーの八ウ I 」ング音、 FM 放 
送の局間ノイズ、発振器や正弦波信号などのテスト 
ディスク、電モ楽器など、大さな信号び連続して加 
わるとさ 

• アンプなどの音質調整をするとき 
• 接続機器の電源ボタンを入/切するとき 

■保護回路について 

参フ □ントセンター/サラウンドスピーカー 

本機には保護回路び備わっています。アンプからの 
過大入力など異常な信号び入ってきたときは、保護 
回路び働いて自動的に信号入力び遮断されます。 

•再生中、音が急に途切れた日 ••• 

©アンプの音量を下げる 

@再生ソースや接続に異常（ショートなど）びない 
か確かめる 

ちし異常びなければ、数分後に保護回路び解除され 
音び出るよラになります。 

• 保護回路が解除された後は’’ • 

アンプの音量を上げすざないよラにしてください。 

参アクティブサブウー八一 

本機には保護回路び備わっています。異常に温度び 
高い場所で使用したり、過大な入力信号び入ってさ 
たり、本機内部に異常び生じた場合、保護回路び働 
いて出力を遮断することびあります。 

保護回路び解除されるまでには、]時間ほどかかる場 
合びあります。 

•再生中、音が急に途切れた日 ••• 

©アンプの音量を下げる 
@本機の電源を切"にする 
® 使用場所の温度や接続に異常びないか確かめる 
©異常びあれば原因を解消し、本機の電源を入" 
にする 

• それでも直日ない場合は ••• 

電源プラグを巧いて、販売店にご相談ください。 
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まを上のごを意 


必ずお守りください 


人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。 


■誤った使い方をしたときに生じるを喜や損喜の程度を区分して、説明しています。 


A 警告 


r 死亡や重傷を負ラおそれびある 
内容」です。 


A 注意 


r 傷書を負ラことや、財産の損書 
び発生するおそれびある内容」 
です。 


■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。（次は図記号の例です） 


してはいけない内容です。 


実行しなければな日ない内容です。 


本機のイラスト（姿図）は、イメージイラストであり、ご購入のちのとは形状び多少異なる場合びありますび御了承く 
ださい。 


A 警告 


電源コード-プラグを破損 
するよラなことはしない 

(傷つけたり、加工したり、熱器具 
におづけたり、無理に巧げたり、 
ねじったり、引っ張ったり、重い 
物を載せたり、束ねたりしない。） 


0 



傷んだまま使用すると、乂災•感 
電•ショートの原因になります。 
•巧くときは、プラグを持ち、ま 
つすぐ巧いてください。 

•コードやプラグの修理は、販売 
店にご相談ください。 

電源プラグは根元まで確実 
に差し込む 


〇 



差し込みび不完全ですと、感電や、 
発熱による火災の原因になります。 
•傷んだプラグ-ゆるんだコンセ 
ントは使わないでください。 


コンセントや配線器具の定格 
を超える使い方や、交流100 
VL ソがでの使用はしない 


めれた手で、電源プラグの 
巧き差しはしない 


0 



めれ手禁止 



たこ足配線等で、定格を超えると、 
発熱による乂災の原因になります。 

電源プラグのほこり等は定 
期的にとる 


感電の原因になります。 

雷び鳴った5、本機や電源プ 
ラグに触れない 


〇 



接触禁止 




プラグにほこり等びたまると、湿 
気等で絶縁不良となり、义災の原 
因になります。 

•電源プラグを抜さ、乾いた巧で 
ふいてください。 

スタンドベース取り付けネジ 
やスペーサーは、乳幼児の手 
の届<ところに置かない 


感電の原因になります。 

異常びあったときは電源プ 
ラグを巧く 


C •機器内部に金属や水 
などの液体、異物が 
電源プラグ入つたとき 

を巧く •落下などで外装ケー 
スび破損したとさ 
.煙や異臭、異音が出 
たとさ 




誤って飲み込むと身体に悪影響を 
及ぼします。 

•万一、飲み込んだと思われるとさ 
は、すぐに医師にご相談ください。 


そのまま使用すると、火災や感電 
の原因になります。 

•販売店にご相談ください。 


参ま全上のごま意 


♦まな仕様♦使用上のお願い 
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安を上のご注意 r おずお守りください^ 


A 警告 


内部に金属物を入れたり、水などの液体をか 


けたりめ5したりしない 



ショートや発熱により、乂災•感電の原因になります。 
•機器の上に水などの液体の入った容器や金属物を置 
かないでください。 

• 特におモ様にはごミ主意ください。 


分解、改造をしない 


分解禁止 


内部には電圧の高い部分びあり、感電の原因になります。 
• 内部の点検や修理は、販売店にご依頼ください。 




A 注意 


不ま定な場所に設置しない 

0 •上に大きなもの、重 
いものを載せない 
• 取扱説明書に記載されている urn 
の方法で壁などへ取り付けない 
(SB-HS1100/SB-FC1100L/SB-FC1100R) 
(SB-HS1000/SB-FC1000L/SB-FC1000R) 
•壁や天井に取り付けない 
( SB - WA 1000) 

•高い場所、水平 L ソ外の場所、振動 
や衝撃の起こる場所に置かない 

機器び落ちたり、倒れたりして、 
けびの原因になることびあります。 


油煙や湯気の当たるところ、 
湿気やほこりのをいところ 
に置かない 


電気び油や水分、ほこりを伝わり、 
乂災-感電の原因になることびあ 
ります。 


異常に温度び高くなるとこ 
ろに置かない 



外装ケースや内部部品び劣化する 
ほか、火災の原因になることびあ 
ります。 

•直射日光の当たるところ、スト 
ーブの近くでは特にごミ主意くだ 
さい。 


スピーカーの 許容入力を超 
えるアンプに接続しない 



• 定格しソ上の出力を持つアンプに 
接続すると、 スピーカーび 発熱 
し、火災の原因になることびあ 
ります。 

( SB - HS 1100/ SB - FC 1100 L / SB - FC 1100 R ) 
( SB - HS 1000/ SB - FC 1 000 L / SB - FC 1000 R ) 


コードを接続した状態で移 
動しない 

0 


接続した巧態で移動させよラとす 
ると、コードび傷つさ、乂災•感 
電の原因になることびあります。 
また、引つかかって、けびの原因 
になることびあります。 




倒れたりして、けびの原因になる 
ことびあります。 

• フ□ントセンター/サラウンドス 
ピーカーのスタンドベースの上に 
棄って、スピーカー本体をゆらし 
たりしないで < ださい。 

• 特におモ様にはご注意ください。 


14 


長期間使わないときや、お手入れのときは、電源プラグを巧く 



通電状態で放置、保管すると、絶縁劣化、ろラ電などにより、乂災の原因になることびあります。 


電源プラグ 
を巧く 


RQT8757 
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石川 金お市横川 3 T 目 20 

巧 （07 が 280- 日 608 

富山 富山市根塚町 1 T 目 

1-4 

巧 (076)424-2549 

福井 福井市問屋町吕 T 目 

14 

長野 お本市寿北7了目 3-11 
巧 (0263)86-9209 

静岡 静岡市契区千化田 

7 了目 7-5 

巧 (054)287-9000 

愛知 名古屋市瑞穂区 
塩入町 8-1 日 

岐阜 岐阜市中霜 4 T 目 42 

巧 (058)278-6720 

高山 高山市巧岡町 3 了目 

82 

巧 （0577)33-0613 

兰重 津市久居野村町 

字山巧 421 

S (0776)21-0622 

巧 （052 旧 19-0225 

巧 (059)254-5520 


巧証と アフターサービス 


修理-お取り扱い-お手入れ 

^ などのご相談は… ^ 

^ まず、お買い上げの販売店へ 

お申し付けくだをい。 

転居や贈答品などでお困りの場合は… 

♦ 修理は、サービス会社-販売尝社の「修理ご相 i 炎窓口」へ！ 

♦使いかた•お買い物などのお問い合わせは、「お客様ご相談センター」へ！ 

■保証書（別添付） 

お買い上げ曰-販売店名などの記入を必ず確かめ、お買い上げの販売店か日 
お受け取りください。よくお読みのあと、保管してください。 


■補修用性能部品の保有期間^ 

当社は、このスピーカーシステムの補修用性能部品を、製造打ち切り後 
8年保有しています。 

注）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 


ご連結いただをたい内容 

製品ち 

スピーカー システム お買い上げ 日 

年月曰 

品蚕 

SB - FS 1100/ SB - FS 1000/ SB - WA 1000 故障の状況 

できるだけ具体的に 


「よくあるご質問」「：><ールでのお問い合わせ」などはホームページを 
ご活用ください。 http :// panasonic . jp / support / 


修理に関ずるご相談 


_パナソニック 修理 ご 柏談窓 □ _ 

ナビダイヤ J レ(を国兵通番号） 因 0570 ■087-087 

•呼出音の前に NTT より通話料金の目安をお知らせします。 
•携帯電話 - PHS • IP / 光電話等、ナビダイヤルがご利用でさない 
場をは、最寄りの修理ご相談窓口に直接おかけください。 


電話番号をよくお確かめの上、おかけください。 


修理を依頼されるとを 

ちラー度取扱説明書をよくお読みいただを、ご確認のラえ、直5ないと 
さは、まず電源プラグを抜いて、お買い上げの販売店へご連絡ください, 

• 保証期間中は 

保証書の規定に従って、出張修理をさせていたださます。 

• 保 SE 期間を過ぎているとさは 

修理すれば使用できる製品については、ご要望によ0修理させていた;; 
きます。下記修理料金の仕組みをご参照のラえ、ご相談ください。 

• 修理料金の仕組み 

修理料金は、技術料-部品代-出張料などで構成されています。 

暇術释!は、診断-故障個所の修理および部品交換-調整-修理完了田 
の点検などの作業にかかる費用です。 

は、修理に使用した部品および補助材料代です。 

[ agPT ] は、製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。 

ご相談窓□における個人情報のお取り扱い 

ノ くナソニック株式会社およびその関係会社は、お客様の個人情 
報やご相談内容を、ご相談への対応や修理、その確認などのた 
めに利用し、その記録を残すことがあります。また、折り返し 
電話させていただくときのため、ナンバー-ディスプレイを採用 
しています。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委訂 
する場合や正当な理由がある場含を除き、第兰者に提供しません。 
お問い含わせは、ご相談された窓口にご連絡ください。 


パナソニック お客様ご相談センター 
3 巨己曰/受付 9 時〜 20 時 

胃 15ダイヤル 函 0120 -878-365 

■携帯電話. PHS でのご利用は… 06 - 6907-1187 

FAX ミ 九".【ぶ*】 0120 -878-236 


Help desk for foreign residents in Japan 
Tokyo (03) 3256 - 5444 Osaka (06) 6645 - 8787 
Open: 9:00 -17:30 (closed on Saturdays/Sundays/national holidays) 


パナソニック 修理 ご 相談窓 □ 


>地区-時間帯によって、集中修理ご相胃炎窓□に転送させていただ<場合びございます。 


1 九州地区 1 

福岡 春曰巿春曰公園 

打目48 

巧 （092 ほ 93-9036 

化質佐 賀巿鍋島 町 大字 
八戸字上深町3044 

S (0952)26-9151 
長崎 長崎 市 東町 191 9-1 
巧 (095)830-1 658 

大分 大分市软原 4 了目 
8-35 

巧 （097)556-3815 

言崎 曽崎市本郷北方 
字草葉2099 -2 

巧 （0985)63-1213 

熊本 熊本 市 健軍本町 12-3 

巧 (096)367-6067 

天草 天草市港町 18- 11 

S (0969)22-31 25 

鹿巧島 鹿児島 市ち 次郎 
] 了目 5-33 
巧 (099)250-5657 

大島 を美市名瀬朝仁町 

1 1-2 

巧の 997)53-51 01 



所在地、電話番号がを更になることがありまずので、ちらかじめご了承くださし、 


0608 


I ま 化地区 I 

青森 青森市大字お田 

字豊田 364 
巧 （017)775-0326 

秋田 秋田巿が旭川 
字ル谷地 3-] 

巧 （01 8 旧 68-7008 

岩手 盛岡市厨川日了目 

1-43 

0(019)645-6130 

言城 仙台市冨城野区扇町 

7-4-18 

巧 （022)387-1 117 

山お 山お市平清水 ITS 

]-7 己 

S (023)641-81 00 

福島 部山市亀田 1 T 目 

5]-1 已 

巧 （024)991-9308 


I 首都圍地区 I 

栃木 宇都宮巿上戸祭 
打目 3-1 9 
巧 (028)689-2555 
群馬 前橋市箱田町 32 已 -] 

巧 (027)254-2075 

就喊 つくば市筑穂 3 T 目 
15-3 

a (029)864-8756 

埼玉 欄肺赤堀 2 了目 4-2 

巧 （048)72 を 8960 

千票 千葉市中央区末広 

5 了目 9- 日 

巧 （043 に 08-6034 

東京 東京都世田谷区 

胃坂 2 T 目2日-17 
巧 (03)5477-9780 

山梨 甲府市宝 1 T 目 4-1 3 

巧 (055)222-5822 

巧蔚 II 横;兵市港南区曰野 
己 T 目 3-1 目 

巧 （045 旧 47-9720 

新漏 新潟市東区東明 

]T 目 8-14 
巧の 25)286-0 180 

1 


J 


I 化ミ毎道地区 I 

札幌 札幌市厚別区厚扫 IJ 
南 2 T 目] 7-7 
巧 （011 旧 94-1 251 

化川 巧川市 2 を通 16 T 目 

1 16巨 

巧の 166)22-3011 

帯広 帯広市西 20 条化 

2 了目 23-3 
巧 （0155)33-8477 

函館 函館巿西す吉梗 
己89ま 地 24] 

(函館流通卸 
センター巧） 

S (0138)48-6631 


I 中国 地区 I 

鳥取 鳥取市安長 29 己-] 

巧 (0857)26-9695 
米子 米子市米原 4 了目 2-33 

巧 （0859)34-21 29 

松江 秘江市平成町 
] 82 番地 14 

S (0852)23-1128 

出雲 出雲市渡橋町 41 目 

巧 （0853)21-3133 

お田 お田巿下府町 

327-93 

巧 (0855)22-6629 
岡山 岡山市田中 138-11 日 
巧 (086)242-6236 

広島 広島巿西区南観音 

1 T 目] 3-已 
巧 (082)295-501 1 

山 □ 山□市小郡下郷 
220-1 

巧 (083)973-2720 


1 四国 地区 1 

香川 高松市勃使町 1 日 2-2 

巧 (087)868-6388 
徳島 徳島市沖お 2 T 目 36 
巧 (088)624-0253 

高知 高知市仲田町 2-1 巨 

S (088)834-31 42 

愛媛 愛媛県伊予郡祗部町 

八倉 7 已 -1 

巧 (089)905-7544 


1 近畿地区 1 

滋賀 栗東市霊仙寺 ITS 

1-48 

巧 （077)582-5021 

京都 京都市が見区竹田 
中川原町 7 1-4 

S (075)646-21 23 

大阪 大阪市城東区関目 

2 T 目1己-己 

巧 (06)6359-6225 

奈良 大和郡山巿筒井町 

800 番地 

巧 (0743)59-2770 

和歌山 和歌山 市中 島 4 目 9-1 

巧 (073)475-2984 

兵庫 巧戸市須磨区弥栄台 

3 T 目] 3-4 
巧 （078)796-3140 


保話期間：お買い上げ曰か 6 本体 1 年間 


よくお読みください 


♦保証と 

アフタ—ヴービス 


•ち全上のごま意 


"•二 S 









お手入れ 

■本機びよごれた5 

柔らかい巧でふいてください。 

ひどいミちれは、薄めた台所用洗剤（中性）を含ませた布でふさ、後はか日ぶさしてください。 
• アルコールやシンナーは使わないでください。 

• 化学ぞラさんをご使用の際は、そのを意書に従ってください。 


音のエチケット 

楽しい音楽ち時と場所によっては気 
になるものです。特に静かな夜間に 
は窓を閉めたり、へッドホンをご使音のエチケット 
用になるのち一つの方法です。 ソン W ル7-ク 



—このマークがある場合は一 


ヨー□ッ/ (連合 L ソ外の国の廃棄処分に関する情報 



このシンボルマークは EU 域内でのみち効です。 
製品を廃棄する場合には、最寄りの市町村 
窓口、または販売店で、正しい廃棄方法を 


お問い合わせください。 


愛情点検 

長年ご使用の スピーカーシステムの 点検を-/ 

口 


こんな症状は 
ありませんか 

•煙び出たり、異常なにおいや音びする 
•音び出ないことびある 
• 正常に動作しないことびある 
• 商品に破損した部分びある 
• その他の異常や故障びある 

► 

このよラな症状の時は、 
使用を中止し、故障や事 
故の防止のために、必ず 
販売店に点検をご相談く 
ださい。 



便利メモ 

おぼえのため、 
記入されると 
便利です 

お買い上げ曰 

年月 曰 

品番 

SB - FS 1100/ SB - FS 1000/ SB - WA 1000 

販売店名 

巧 （ ) - 

お客様ご相談窓口 

巧 （ ) - 


パナソニック株式会社 AVC ネットワークスなネットワーク事業グループ 

〒已7 1-8 已04大阪府門真市松生巧1番1已号 
© Panasonic Corporation 2008 

RQT87 曰 7-MS 

M070 白 KS 3088 






